
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 115,746 246,520 234,791 50,520

事業費

の内訳

令和3年度決算

①札幌コンサートホール改修工事：１９５，７２５千円
②札幌市教育文化会館改修工事実施設計等：１９，２３３千円
③その他施設修繕等：８，３１３千円

令和4年度予算

①札幌コンサートホール修繕：１２，７３５千円
②ターミナルプラザことにパトス空調設備改修工事：２６，２６５千円

人工 1.6 1.6 1.6 1.6

人件費 11,520 11,520 11,520 11,520

事業費 104,226 235,000 223,271 39,000

うち特定財源 4,000 76,000 76,000 19,000

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

札幌市文化芸術基本条例、札幌市都市公園条例、札幌市都市公園条例施行規則、札幌コンサートホール管理規
則

他都市の状況

施設や設備・備品の老朽化度合にあわせて、計画的に更新や改修を行っている。

実施結果

下記の各種改修工事等を行った。
①札幌コンサートホール改修工事（トイレ増設、内部タイル改修等）
②札幌市教育文化会館改修工事実施設計（バリアフリー改修、舞台機構改修、大小ホール各部改修等）
③その他施設修繕等（札幌コンサートホール大小ホール動画配信用設備整備等）

事業実施における
工夫点

改修すべき部分が多数あるため、施設管理者と打合せを行いながら、優先順位を付けて順次改修を行っている。

対象者 市民（及び観光客） 開始 平成27 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

施設の安全性や利便性を十分に確保する。

長期

施設の改修などを行うことにより、施設の価値と魅力アップにつなげるとともに、市民が快適に文化芸術に親しむ
ことができる機会を提供する。

取組内容

文化芸術施設のうち、市有建築物の保全推進事業に該当せず、既に老朽化が進んでいる施設の改修や設備・備
品の更新を行う。
①札幌コンサートホール改修工事（トイレ増設、内部タイル改修等）
②札幌市教育文化会館改修工事実施設計（バリアフリー改修、舞台機構改修、大小ホール各部改修等）
③その他施設修繕等
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
施設の損傷・劣化等が進んでいるため、優先順位を付けて改修できるよう設計、調査検討を進めている。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

施設利用者のため、今年度実施した設計、調査検討結果を基に順次修繕を実施していく必要がある。

予算
引き続き、効率的に修繕等を実施していく。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし。
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

改善点なし。引き続き、効率的に修繕等を実施していく。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

施設を管理運営している指定管理者、工事設計を担当する所管部局と打合せを行い、計画的・効
率的に実施するよう努めているが、専門的な業者等による施設全体の劣化状況等を調査把握し
た上で、計画的に緊急度の高いものから順次工事、設計を行った。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

市民や観光客等の施設利用者が安全・快適に利用することができ、安全面でのニーズに応えて
いる。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

B

新型コロナウイルス感染症の影響により一部修繕の規模を縮小したが、利用者に大きな影響を
与える恐れのある箇所の修繕等は実施した。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

施設利用者の安全性確保及び利便性向上を考慮し、利用者への影響が大きく、緊急性が高いも
のについて適切な改修工事、設計を行った。

項目 判定 理由

500,000 271,719 500,000

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名 入園者数（札幌芸術の森）

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

434,520

62

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 文化芸術施設の改修や設備・備品更新などに着手したのべ件数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

35 53 53


